農山漁村地域整備交付金整備計画における事後評価
１．整備計画名　：大阪府治山事業整備計画
２．整備計画年度　：平成２２年度～２６年度（５年間）
３．評価年度　：平成２７年度

４．計画の目標・指標及び実施状況等
	項　目
	内　　　　容

	①計画の目標・指標
	【目標】

・市街地、集落が山地と近接する本府において治山施設整備や森林整備を実施し、土砂流出の防止、水源のかん養などの森林の持つ公益的機能を高度に発揮させることで、山地に起因する災害から府民の生命、財産を保全し生活環境の保全形成を図ります。
【指標】

・森林の山地災害防止等機能を確保する集落

　　５０３集落から５１７集落

（地域自主戦略交付金事業（H23～H24年度）との統合効果により目標設定）

	②実施状況
	・森林の山地災害防止等機能の確保が必要な集落において、予防治山事業や奥地保安林保全緊急対策事業等を実施しました。

	③指標の実施状況
	・森林の山地災害防止等機能を確保できた集落

　　目　標　５０３集落(H22時点)から５１７集落(H26時点)

実　績　５０３集落(H22時点)から５１７集落(H26時点)

	④事後評価
	・森林の山地災害防止等機能を確保する集落について、当初目標としていた１４集落を達成しました。

・山地に起因する災害から府民の生命、財産を保全し生活環境の保全形成を図るため、引き続き災害の発生した森林や、災害の発生する可能性がある荒廃森林において、治山ダムの設置や山腹工（土留工等）、植栽等の森林整備を実施しました。


